
２

　
本
市
で
は
、
引
っ
越
し
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
た
試
み
と
し

て
、
3
月
　
日
掌
と
４
月
５
日

２９

掌
の
２
日
間
の
午
前
中
、
臨
時

で
市
役
所
本
庁
を
開
庁
し
、
転

入
・
転
出
・
転
居
に
関
す
る
窓

口
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
す
る
手
続
き
を

臨
時
で
受
け
付
け
ま
す

３
月
３
月
　
日日
　
、
４
月
５

、
４
月
５
日日
　

２９２９

(日)(日)

(日)(日)
と
き
　
3
月
　
日
掌
、
４
月
５

２９

日
掌
、
午
前
９
時
～
正
午

※
月
～
金
曜
日

の
開
庁
時
間
と

は
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
両
日
の
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー

は
、
午
後
０
時
　
分
か
ら
と
な

４５

り
ま
す
。

取
り
扱
い
業
務
な
ど
　
左
表
の

と
お
り

※
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
に
必
要

な
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
各

担
当
課
に
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
他
市
町
村
や
他
機
関
へ
の
問

い
合
わ
せ
が
必
要
な
場
合
な

ど
、
一
部
お
取
り
扱
い
が
で
き

な
い
業
務
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約（
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約（
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定
））

の
出
張
設
定
支
援
を
実
施
し
ま

の
出
張
設
定
支
援
を
実
施
し
ま
すす

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
消
費
活
性
化
策
と
し
て
、
令

和
2
年
度
に
国
が
実
施
を
予
定

し
て
い
る
事
業
で
す
。

　
選
択
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス

（
○
○
ペ
イ
や
I
C
カ
ー
ド
な

ど
）
を
利
用
し
て
、
前
払
い
や

物
品
な
ど
の
購
入
を
し
た
人
に

対
し
て
、
買
い
物
に
使
え
る
ポ

イ
ン
ト
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
）

が
国
か
ら
付
与
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
、「
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
（
マ
イ
キ
ー

I
D
設
定
）」が
必
要
に
な
り
ま

す
。
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
対
応
し
て

い
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
）
や

パ
ソ
コ
ン
（
別
途
I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
が
必
要
）
が
あ
れ
ば
ご

自
身
で
も
で
き
ま
す
が
、
本
市

で
は
左
上
記
の
日
程
で
、
出
張

設
定
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

持
ち
物
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド※
同
カ
ー
ド
申
請
時
ま
た
は
受

取
時
に
設
定
し
た
４
桁
の
暗
証

番
号
が
必
要
で
す
。

※
出
張
設
定
支
援
の
会

場
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

に
つ
い
て
は
市
民
窓
口

課
（
内
線
１
３
１
、
１

３
２
）、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
は
政
策

推
進
課（
内
線
２
２
４
）

ま
た
は
総
務
省
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
〔
緯
０
１
２

０
　
０
１
７
８
〕（
音
声

（９５）
案
内
に
従
っ
て
始
め
に

５
番
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
）

㈯ ㈰

㈪

㈭

㈯ ㈰

㈬

㈮

㈬
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富田林市制施行70周年記念

北山 たけ北山　たけしし 天童 よし天童　よしみみ

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
令
和
３

年
３
月
　
日
我
ま
で
の
１
年
間

３１

を
周
年
記
念
の
年
と
位
置
付

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

お
祝
い
で
き
る
よ
う
な
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
　
つ
き
ま
し
て
は
、　

周
年
の

７０

当
日
と
な
る
４
月
１
日
に
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
４
月
１
日
我
、
午
前
８

時
　
分
～
８
時
　
分

３０

５０

と
こ
ろ
　
市
役
所
庁
舎
玄
関
前

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
３
２
６
）

　
富
田
林
市
は
４
月
１
日
我

に
、
市
制
施
行
　
周
年
を
迎
え

７０

ま
す
。

■本選の観覧者を募集しています

　３月９日(月) （必着）までに、郵便往復はがき（私製を除く）

に下図のとおり記入し、応募してください。　※応募者多数

の場合は抽選し、当選者には入場整理券（１枚で２人入場可）

を、落選者には落選通知を３月２４日(火) ごろに発送します。

【注意事項】１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。

記入に不備があった場合は無効となります。シールなどの貼

り付け、消せるボールペンや修正液の使用は禁止します。

※応募情報は選出・抽選結果の連絡のほか、ＮＨＫでは受信

料のお願いに使用することがあります。

※出場者の募集は２月25日に締め切りました。

富田林市で生まれ育った
70歳の人（昭和25年４月
１日生まれの人）を募集し
ます

　４月１日(水) に、富田林市が市制

施行７０周年を迎えるにあたり、本

市の歴史とともに年齢を重ねてこ

られた７０歳の人を募集します。

対象者　昭和２５年４月１日生まれ

で、生まれてから７０年間本市に在

住されている人

募集の受け付け　３月１８日(水) まで

に電話で情報公開課（内線３２６）へ

※オープニングセレモニーへの参

加など７０周年記念イベントへのご

協力をお願いする場合がありま

す。
とっぴーも４月１日

で10歳になるよ

＜本選＞

とき　４月５日(日) 、午前１１時４５分～午後１時３０分（予定）

ところ　すばるホール

出場　予選を通過した２０組程度の皆さん

ゲスト　北山　たけし、天童　よしみ（五十音順）

＜予選会＞

とき　４月４日(土) 、午前１１時４５分～、同日午後５時３０分、

結果発表（予定）

ところ　すばるホール　※予選会は入場自由です（満席の

場合は入場制限をする場合があります）。

問い合わせ

【【放送に関すること】】ＮＨＫ大阪放送局（視聴者ふれあい

センター）〔察０６(６９４９)５５００〕（月～金曜日＝午前９時～午後

９時、土・日曜日、祝日＝午前９時～午後８時）

【観覧に関すること】富田林市役所情報公開課〔察０７２１(２５)

１０００（内線３２６）〕

※詳しくは、市ウェブサイト（市制施行７０周年記念特設

ページ）または、ＮＨＫのど自慢ホームページ〔http://www6.

nhk.or.jp/nodojiman/〕をご覧ください。

市制施行70周市制施行70周年年

オープニングセレモニオープニングセレモニーー

午後０時１５分～

１時

※総合・ラジオ

第１・国際放送

（生放送）

謂

井

遺

亥

違違違違違違違

違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医

４月５日(日)

放送予放送予定定

４４//１１



４

シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
種
類
、

枚
数
を
必
ず
確
認
し
て
　

く
だ
さ
い

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
　
日
俄
を
過
ぎ
て
も

３０

シ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、

衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～
１
４

６
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

シ
ー
ル
の
交
付
申
請
（
住
民

登
録
を
し
て
い
な
い
人
）

　
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
本
市

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の
領
収

書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便
物
の

コ
ピ
ー
な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参

し
、
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡

所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
は
４
月
よ
り
使
用

で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色

分
け
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

度
の
シ
ー
ル
は
、
４
月
の
収
集

よ
り
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
（
２
０
１
９
）

３１

年
度
の
シ
ー
ル
が
残
っ
て
い
る

場
合
は
、
令
和
３
年
３
月
　
日
３１

我
ま
で
継
続
し
て
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ー
ル
の
返
還

　
転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら

引
っ
越
し
さ
れ
る
場
合
は
、
転

出
届
の
際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。
シ
ー
ル
は
譲
渡

禁
止
で
す
。
他
の
人
に
譲
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送

で
配
布
し
ま
す

　
茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
す
。
３
月
　
日
　
～
　

１６

(月)

２７

日
　
の
間
に
郵
送
で
配
布
し
ま

(金)
す
の
で
、
期
間
中
は
ポ
ス
ト
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
シ
ー
ル
は
世
帯
の
人

数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る
た

め
、
同
じ
地
域
、
同
じ
住
所
で

あ
っ
て
も
到
着
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情
報
や

収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年令和２年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分

無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー無料ごみシールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
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ごみ収集車の火災事故が発生

　先日、錦ケ丘町府営住宅のごみ収集時に

収集物が原因と考えられる、ごみ収集車の

火災事故が発生しました。

　火災事故の原因は、使い捨てライターや

ガスボンベに残っていたガスや、石油ス

トーブのタンク中の灯油に、収集作業中に

発生した火花が引火したものと考えられま

す。

◆収集作業中の火災事故を発生させないた

めに

　ガスボンベやスプレー缶を捨てるとき

は、必ず中身を使い切ってから風通しが良

く火の気のない所で穴を開け、「資源カン・

ビン」の収集日に出してください。

　使い捨てのライターは残ったガスを出し

切ってから「燃えるごみ」で出してくださ

い。

　収集作業中の火災事故は収集車などに甚

大な被害が出るだけでなく、人命に関わる

重大な事故につながる危険性もありますの

で、皆さんのご協力をお願いします。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る

児
童
が
、
他
の
児
童
と
同
じ
よ

う
に
給
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
令
和

２
年
度
よ
り
小
学

校
給
食
に
お
い
て

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

除
去
食
の
提
供
を

開
始
し
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
食

物
の
中
で
「
鶏
卵
」
の
ア
レ
ル

ギ
ー
を
有
す
る
児
童
が
多
い
こ

と
か
ら
「
鶏
卵
」
を
除
去
し
た

給
食
を
提
供
し
ま
す
。

　
除
去
食
の
申
請
を
し
て
い
た

だ
く
に
は
、
医
師
の
診
断
に
基

づ
く「
学
校
生
活
管
理
指
導
表
」

の
提
出
と
学
校
・
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
と
の
個
別
面
談
が
必
要

で
す
。

　
除
去
食
の
提
供
を
希
望
さ
れ

る
保
護
者
（
児
童
）
は
各
小
学

校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
学
校
給
食
課
の
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
給
食
課

〔
緯
　
５
２
１
１
〕

(２８)

小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
ににににににににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

小
学
校
給
食
に
お
い
てててててててててててててててててててててて

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除
去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
のののののののののののののののののののののの

提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
ががががががががががががががががががががが
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
ままままままままままままままままままままま
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ままままままままままままままままままままま

提
供
が
始
ま
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

令令令令令令令令令令
和和和和和和和和和和
２２２２２２２２２２
年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度

令
和
２
年
度
～～～～～～～～～～～

火災の原因と考えられるスプレー缶などの収集火災の原因と考えられるスプレー缶などの収集物物
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妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る

環
境
を
つ
く

る
た
め
、
本

市
で
妊
娠
の

届
け
出
を
し

た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に

３１

本
市
で
母
子
保
健
法
に
基
づ
く

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品
な
ど
の
品
物

※
お
祝
い
品
は
準
備
が
整
い
次

第
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
　
３
月
　
日
３１

峨
ま
で
（
妊
娠
の
届
け
出
を
す

る
際
に
、
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
都
市
魅
力
創
生
課
の
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）

３
月
　
日
　
よ
り

３１

(火)

印
鑑
登
録
証
明
書
の
性
別
欄
を
廃
止
し
、

旧
氏
（
旧
姓
）
で
印
鑑
登
録
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す

　
３
月
　
日
峨
よ
り
、
性
的
少

３１

数
者
な
ど
へ
の
配
慮
か
ら
印
鑑

登
録
証
明
書
の
性
別
欄
を
廃
止

し
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
で
旧
氏
（
旧
姓
）

を
使
用
し
な
が
ら
活
躍
す
る
女

性
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
面
で
旧
氏

（
旧
姓
）
を
使
用
し
や
す
く
す

る
と
い
う
女
性
活
躍
推
進
の
観

点
か
ら
、
旧
氏
（
旧
姓
）
を
示

す
印
で
印
鑑
登
録
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
旧
氏
（
旧
姓
）
で
印
鑑
登
録

を
す
る
に
は
、
住
民
票
に
旧
氏

（
旧
姓
）
を
記
載
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日程で開設

します。申請者本人がお越しください。

とき　①３月１日(日) 、②８日(日) 、③４月５日(日) 、午前９時～正午

ところ　①②市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）、③市役

所１階市民窓口課

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使

用
期
限
は
、
３
月
　
日
峨
ま
で

３１

で
す
。

　
使
用
期
限
内
に
使
い
切
れ
な

か
っ
た
同
商
品
券
は
換
金
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
〔
察
０
５
７
０
（
０
０
７
）

２
３
６
〕（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）

３０※
同
商
品
券
に
関
し
て
不
審
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
、

政
策
推
進
課
（
内
線
２
２
４
）

ま
た
は
富
田
林
警
察
署
〔
 察
　(２５)

１
２
３
４
〕
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

～
今
年
度
分
の
申
請
は
３
月
　
日
　
ま
で
～

31

(火)

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に
お
祝
い
品

を
お
贈
り
し
て
い
ま
す

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

市
プ
レ
マ
マ
・
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業業
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「大阪府パートナーシップ宣誓証明
制度」が始まりました

　府では、性的マイノリティ当事者を対象にし

た「大阪府パートナーシップ宣誓証明制度」を

開始しています。

　これは、「大阪府性的指向及び性自認の多様性

に関する府民の理解の増進に関する条例」が、

令和元年１０月３０日に施行されたことを受け、全

ての人が自分らしく生きることができる社会の

実現をめざした取り組みの一環として、実施す

るものです。

　宣誓者の要件など詳しくは、府ホームページ

〔http://www.pref.osaka.lg.jp/jinken/sogi_partner

ship/index.html〕をご覧いただくかお問い合わせ

ください。

問い合わせ　府人権企画課教育・啓発グループ

〔察０６(６２１０)９２８１〕

唖

愛

阿

挨
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水
路
や
下
水
道
な
ど
に
一
挙
に

流
入
し
雨
水
処
理
能
力
を
超
え

て
あ
ふ
れ
る
「
内
水
は
ん
濫
」

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
同
マ
ッ
プ
は
内
水
は
ん
濫
に

よ
る
浸
水
被
害
の
想
定
区
域
や

避
難
場
所
な
ど
の
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
自
助
・
共
助
・

公
助
、
防
災
意
識
の
向
上
、
浸

水
に
対
す
る
備
え
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ご
自
宅
や
勤
務
先
に
届
き
ま

し
た
ら
ま
ず
は
手
に
取
っ
て
ご

覧
い
た
だ
き
、
危

険
な
箇
所
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、

内
水
は
ん
濫
に
よ

る
浸
水
被
害
へ
の

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
内

線
２
６
８
）

　
近
い
将
来
、
高
い
確
率
で
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な

復
旧
復
興
や
被
災
者
支
援
を
す

る
た
め
、
各
種
団
体
と
災
害
時

の
応
援
協
定
を
積
極
的
に
結
ん

で
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度（
令
和
元
年
度
）

３１
各
種
団
体
と
災
害
時
の

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す

中
に
締
結
し
た
協
定
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
各
種
団

体
と
の
協
定
締
結
を
推
進
し
、

大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

　
本
市
で
は
、
２
月
中
旬
よ
り

「
内
水
は
ん
濫
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

の
「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
と

併
せ
て
市
内
全
戸
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風

な
ど
に
よ
る
大
雨
で
、
雨
水
が

３月より防災無線の定期放送時
間が午後６時に変わります

　近年、全国各地で地震や豪雨、台風に

よる災害が多く発生しており、本市でも

平成３０年９月の台風第２１号により、住宅

や農業施設などに大きな被害がありまし

た。

　本市では災害発

生時に備えた平常

時の放送点検とし

て、子どもたちに帰宅を呼び掛けるため

の定期放送を防災無線により実施してい

ます。

とき・内容　毎日、午後６時（１０月～翌

年２月までは午後５時）、童謡「夕焼け小

焼け」（メロディのみ）

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

内水はん濫

ハザードマップ

を配布しています

「水道事業に係る事業連携に関する基本協定」を締結

　１月２４日、堺市と「水道事業に係る事業連携に関する基本協定」を締結しまし

た。

　同協定の締結により、これから給水人口の減少が見込まれる水道事業にとって

大きな課題である経営基盤の強化や水平連携の推進をはじめ、工事や業務の共同

発注、資機材の共同購入などの事業連携について、堺市とともに実施していく予定

です。

問い合わせ　水道工務課（内線２５５、２９５）

Ｐｉｃｋ　ｕｐ！
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４月１日～、大阪管区気象台にお
ける夜間・休日の天気の情報提供
が自動音声によるものになります

　４月１日(水) より、大阪管区気象台へ天気

の照会をする場合は、以下の番号へおかけ

ください。

■天気相談所〔察０６(６９４９)６３０４〕　

とき　月～金曜日（祝日を除く）、午前８時

４５分～午後５時１０分

■自動音声による気象情報の提供〔察０６

(６９４９)０１８５〕　

とき　夜間・休日を含む２４時間

※その他、気象庁ホームページ〔https://

www.jma.go.jp/jp/yoho/〕や、テレビのデー

タ放送でも、より詳細な天気予報や気象観

測のデータが確認できます。

問い合わせ　大阪管区気象台〔察０６(６９４９)

６３００〕　

㈭

㈰

㈬

㈭

㈰

㈫

　
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
な
ど
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
、
左
表
の
日
程
で
同

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
人

は
、
最
寄
り
の
会
場
で
受
講
し

交
通
安
全
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
運
転
免
許

証
を
お
持
ち
で
な
い
人
も
受
講

で
き
ま
す
の
で
、
交
通
安
全
に

関
心
の
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
、
川
西
小
学
校
か
ら
す

ば
る
ホ
ー
ル
に
会
場
が
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）　

　
済
生
会
富
田
林
病
院
内
保
育

施
設
「
な
で
し
こ
保
育
園
」
で

実
施
し
て
い
る
病
児
保
育
の
令

和
２
年
度
の
利
用
登
録
を
３
月

２
日
俄
よ
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
　
３
月
２
日
俄
～
、

利
用
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
こ
ど
も
未
来
室
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不

可
）
。

※
市
内
保
育
所
・
学
童
ク
ラ
ブ

利
用
者
は
利
用
施
設
へ
の
持
参

も
可
。

※
同
申
込
書
は
こ
ど
も
未
来
室

ま
た
は
市
内
保
育
所
・
学
童
ク

ラ
ブ
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

※
対
象
者
や
利
用
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
子
育
て
応
援
サ
イ
ト

「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」〔h

ttp
s://

to
n
-to
n
.jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
同
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
６
）

病
児
保
育
事
業
の
ご
利
用
を

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

３
月
２
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
　
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

り
、
令
和
２
年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
のののののののののののののののののののののの

(((((((((((((((((((((月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月)))))))))))))))))))))(月)

利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
ををををををををををををををををををををを
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ままままままままままままままままままままま

利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

■病児保育事業とは

　保護者が仕事などで家庭での保育が困難な

場合に、小学６年生までの病気のお子さんを

専用スペースで一時的に保育

する事業です。

※利用にあたっては、年度ご

とに事前の利用登録が必要で

す。

実施施設　済生会富田林病院内保育施設「な

でしこ保育園」

保育時間　月～金曜日（祝日、年末年始は除

く）、午前８時３０分～午後６時

利用期間　１回につき最長１週間

定員　１日あたり最大４人

利用予約の受け付け

・前日までの予約＝月～金曜日（祝日、年末

年始は除く）、午前８時３０分～午後５時４５分

・当日予約＝午前８時３０分～９時３０分

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

に
要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す

る
「
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定

治
療
支
援
事
業
」
を
受
け
た
本

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
夫

婦
を
対
象
に
、
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
４
月
よ
り

２９

不
育
症
治
療
費
の
助
成
も
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
治
療
費
に
つ
い

て
、
今
年
度
の
助
成
金
の
申
請

を
し
て
い
な
い
人
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。　

　
申
請
方
法
や
申
請
期
限
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
〕

(２８) 特定不妊治療費特定不妊治療費・・
不育症治療費不育症治療費のの
申請漏れ申請漏れはは
ありませんありませんかか



８

　
平
成
　
年
、
自
殺
に
よ
り
、

３０

全
国
で
２
万
８
４
０
人
、
府
内

で
１
２
７
５
人
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ

の
多
く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末

の
死
」
で
あ
り
「
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
社
会
的

な
問
題
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

㈰
㈫

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

㈫

～
死
な
な
い
で
　
ま
ず
打
ち
明
け
て
　
そ
の
悩
み
～

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
左

表
の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩

み
に
気
付
い
た
ら
、
温
か
く
寄

り
添
い
な
が
ら
、
悩
み
に
耳
を

傾
け
、
左
表
の
機
関
な
ど
へ
の

相
談
を
勧
め
、
じ
っ
く
り
と
見

守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔
察
　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
家
庭
ご
み
や
枯
れ
葉
な
ど
の

野
外
焼
却
（
い
わ
ゆ
る
、
野
焼

き
行
為
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
　「
煙
が
家
の
中
に
入
っ
て
息

苦
し
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
や
灰

が
つ
い
て
困
っ
て
い
る
」
な
ど

野
焼
き
行
為
に
よ
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
燃
や
し
て
い
て
も
、

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
迷
惑
を
掛

け
て
い
ま
す
の
で
、
野
焼
き
行

為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
火

災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
を
防

ぎ
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ん

に
防
火
の
重
要

性
を
理
解
し
て

い
た

だ
く
た

め
、
３
月
１
日

蚊
～
７
日
臥
に

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
防

止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動動

ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ
ととととととととととととととととととととと
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねね
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
ででででででででででででででででででででで
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認

火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
ののののののののののののののののののののの
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確
認
　
火
の
用
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心

火
災
予
防
啓
発
活
動
を
実
施

　
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
と
市
消

防
職
員
に
よ
る
火
災
予
防
啓
発

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
3
月
7
日
臥
、
午
前
　１０

時
～
　
時
１１

と
こ
ろ
　
エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
1

階
ア
ト
リ
ウ
ム
広
場
・
時
計
広

場内
容
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
お

よ
び
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
展
示
、

火
災
予
防
啓
発
物
品
の
配
布
　

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔
緯
　
１
１
２
４
〕

（２３）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



９

　
す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ズ
」
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
め
ざ
し
て
活
動
を
す
る

グ
ル
ー
プ
が
学
習
、
会
議
、
交

流
な
ど
の
た
め
に
使
用
で
き
る

場
所
で
す
。

　
同
ウ
ィ
ズ
内
に
は
、
定
員
　１６

人
の
会
議
室
や
印
刷
機
、
貸
し

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

部
屋
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
グ
ル
ー
プ
登
録
が
必
要

で
、
活
動
内
容
や
会
員
構
成
な

ど
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
団
体
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ

ト
」
に
参
加
し
て
、
市
と
連
携

し
て
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズズ

を
利
用
し
ま
せ
ん

を
利
用
し
ま
せ
ん
かか　

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
令
和
２
年
４
月
よ
り

使
用
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
　
日
俄
ま
で
に
申
請

１６

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
４
）
へ

●
た
け
ち
ゃ
ん
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
三
丁
目

利
用
料
　
年
額
７
２
０
０
円
～

２
万
９
４
０
０
円
（
１
区
画
約

　
～
１
４
７
平
方
㍍
）

３６問
い
合
わ
せ
　
竹
野
　
久
子
さ

ん
〔
察
０
９
０
（
４
２
９
５
）

７
４
１
５
〕

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
・
苗
・
肥

４０

料
代
、
営
農
指
導
・
農
具
使
用

料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
　
幸
一
さ
ん

〔
察
　
５
３
５
１
〕

（３４）

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ

り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
　
忠
一
さ

ん
〔
察
０
９
０
（
５
６
６
３
）

６
２
３
７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
月
額
５
０
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
、
イ
ン

５０

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、
完
全
指

導
型
、
有
機
肥
料
代
含
む
）

※
駐
車
場
、
水
道
、
貸
し
農
具

あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔
察
０
９
０
（
１
４
４
３
）

９
６
７
５
〕

●
も
と
き
り
ん
フ
ァ
ー
ム
１
・
２

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
６
８
０
０

円
～
２
万
５
２
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
　
平
方
㍍
）

６６

９９

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
福
田
　
恵
美
子

さ
ん
〔
察
　
２
１
３
６
〕

（３４）

●
ハ
イ
ジ
の
里

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

８０

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
　
美
奈
子

さ
ん
〔
察
０
９
０
（
８
７
９
１
）

５
８
９
５
〕

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
５
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔
察
０
９
０
（
９
８
６
１
）

１
６
１
６
〕

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ａ
・
Ｂ

と
こ
ろ
　
山
中
田
町
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
～
１
０
０
平
方
㍍
）

３５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
　
俊
文
さ

ん
〔
察
０
９
０
（
６
９
８
７
）

３
８
１
７
〕

●
左
古
農
園

と
こ
ろ
　
高
辺
台
二
丁
目
（
金

剛
図
書
館
近
く
）

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
）

２０

問
い
合
わ
せ
　
左
古
　
正
さ
ん

〔
察
０
９
０
（
５
３
６
１
）

５
６
３
２
〕

貸し農園空き区貸し農園空き区画画

の利用者を募の利用者を募集集

 声 の 広  報 、 点  字  広  報 のご 利  用 を
こえ こう ほう てん じ こう ほう り よう

　 市 では、 毎  月 の 広報 とんだばやしの
し まい つき こうほう

 主 な 内容 を、 往  復 ９０ 分 のカセットテー
おも ないよう おう ふく ぷん

プやデイジー 用  録  音 ＣＤに 吹 き 込 んだ
よう ろく おん ふ こ

「 声 の 広報 」を 発行 しています。
こえ こうほう はっこう

　 目 の 不  自  由 な 人 など、 文  字 の 読 めな
め ふ じ ゆう ひと も じ よ

い 人 がご 近所 、 知  人 におられましたら、
ひと きんじょ ち じん

この 制  度 を 知 らせてあげてください。
せい ど し

 費  用 
ひ よう

　 無 
む

 料 
りょう

 申 し
もう

 込 み　
こ

 情 
じょう

 報  公  開  課 （ 内線 ３２６）へ
ほう こう かい か ないせん

※ 市  社会  福  祉 
し しゃかい ふく し

 協 
きょう

 議  会 では、 毎  月 の 広報 
ぎ かい まい つき こうほう

を 点訳 した「 点  字  広  報 」
てんやく てん じ こう ほう

を 発行 し、 希 
はっこう き

 望  者 に 郵送 しています。また、 市  役所 
ぼう しゃ ゆうそう し やくしょ

１ 階  総  合  案  内  窓  口 にも 備 え 付 けていま
かい そう ごう あん ない まど ぐち そな つ

すので、ご 利  用 ください。
り よう

 問 い
と

 合 わせ　
あ

 市  社  会  福  祉 
し しゃ かい ふく し

 協 
きょう

 議  会 〔察(２５)
ぎ かい

８２００〕

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

「
メ
ー
ル
1
1
9
番
」

を
ご
存
じ
で
す
か

　
電
話
で
の
対
話
に
よ
る
、

１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
人

が
、
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
電

子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
消
防

車
や
救
急
車
の
要
請
が
で
き

る
緊
急
通
報
の
補
助
手
段
と

し
て
「
メ
ー
ル
１
１
９
番
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
聴

覚
・
音
声
・
言
語
機
能
な
ど

に
障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
有
す
る
人

※
「
メ
ー
ル
１
１
９
番
」
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前

に
市
消
防
本
部
ま
た
は
障
が

い
福
祉
課
へ
の
利
用
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本

部
指
令
課
〔
察
　
０
１
１
９
・

（２３）

鯖
　
９
９
１
３
〕

（２３）
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壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
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壊

壊
壊
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壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
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「帯とんコンテスト」の入賞者を表彰

　１月１３日、帯とんコンテストの表彰式が実施され

ました。

　同コンテストには、「自分が感動した本を、誰かに

も読んでほしい」など応募者の思いがいっぱいつ

まったオリジナルの本の帯が寄せられ、４回目とな

る今回は、１６１作品の中から大賞や市長賞、書店組合

賞など１０作品が選ばれました。

「とっぴーと読もう！市読書感想文コンクール」の
入賞者を表彰

　２月４日、市読書感想文コンクールの表彰式が実施されました。

　同コンクールは、子どもたちの読書活動の推進とさらなる学習意

欲の向上を目的に、市内在住の小・中学生から読書感想文を募集し

ています。８年目を迎えた今回は、３８９８作品もの応募があり、その

中から市長賞・教育長賞各３作品、とっぴー賞１５作品が選ばれまし

た。　

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
こ

の
日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達

障
が
い
啓
発
週
間
」
と
位
置
付

け
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
の

た
め
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
社

会
の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め

に
は
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る

私
た
ち
一
人
一
人
の
理
解
が
必

要
で
す
。「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
と
「
発
達
障
が
い
啓
発

週
間
」
を
契
機
と
し
て
、
自
閉

症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会
公

式
サ
イ
ト〔h

ttp
://w

w
w
.w
o
r

ld
a
u
tism

a
w
a
re
n
e
ssd
a
y
.jp
/

h
td
o
c
s/

〕を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。

毎年４月２日毎年４月２日はは

「世界自閉症啓発デー」

４月２日～８日４月２日～８日はは

「発達障がい啓発週間」です

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
府
で
は
、
同
啓
発
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
府
内
の
主
要
建
物
を

同
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
（
ブ
ル
ー
は
癒

し
や
希
望
を
表
し
ま
す
）。

と
き
　
４
月
２
日
牙
、日
没（
午

後
６
時
　
分
ご
ろ
）～
午
後
　
時

３０

１１

と
こ
ろ
　
①
大
阪
城
天
守
閣
、

②
大
阪
府
咲
洲
庁
舎
、
③
府
立

男
女
共
同
参
画
・
青
少
年
セ
ン

タ
ー
（
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）、
④

通
天
閣
、⑤
天
保
山
大
観
覧
車
、

⑥
万
博
記
念
公
園
太
陽
の
塔

※
③
は
午
後
９
時
　
分
ま
で
、

３０

⑤
は
午
後
　
時
ま
で
。
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問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー「
ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン
」

〔
察
０
６（
６
９
１
０
）８
０
０
１
〕

自主防災組織を結成しましょう

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで

守る」という、地域住民の強い信念と連帯感に基

づいて、自主的に結成する防災組織で、現在、市

内に７６団体あります。若い世代を含めた皆さん一

人一人の「力」が必要です。災害に強い地域を作

るために自主防災組織を結成しましょう。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔察(２３)１１２５〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

//ra
in
b
o
w
h
a
ll.jp
/

〕
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
〔
緯
　
１
１
１
７
〕

(２５)

　
４
月
よ
り
、
多
目
的
ホ
ー
ル

の
抽
選
申
し
込
み
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
:

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）

多
目
的
ホ
ー
ル
の
抽
選
方
法
が
変
更

に
な
り
ま
す



１１

　個別ブースのある「自習室」では、静かな環境で集中

して学習していただけます。

　学校のテスト前には席を求めて行列ができるほどです

が、資格を取るための勉強や

調べものなど学生以外の利用

も多く、利用者からは「無料

Ｗｉ-Ｆｉがあるので、ネットを

使いながら勉強できるのはと

ても便利」と好評です。

　サークル活動や講座などに便利な「グループ活動室」や簡

単な調理もできる「ワーキングルーム」では、学生からシニア

まで幅広い世代が、創作活動や仲間との交流を楽しんでいます。

　特に、ダンスやバンド、演劇などの練習ができるスタジオ

は人気で、利用者からは、「防

音装置や鏡もあって大きな声

を出しても怒られないスペー

スは近隣にはないので貴重」

などの声をいただいています。

　Ｔｏｐｉｃが利用者にとって心地よい空間（居場所）となるよ

う、また若い利用者の声を大切にすることをコンセプトに、

公募による「青少年委員会」をつくり、運営についてのアド

バイスや提案をしてもらっています。

　同委員会は、中学生から大学生までのメンバーで構成

され、Ｔｏｐｉｃを利用するときのルール作りやＴｏｐｉｃ主催のイ

ベントの企画などをしています。

　同委員会のメンバーは「施設の

ルール作りに参加したことや、イ

ベントの企画を任されたことな

ど、Ｔｏｐｉｃには思い出がいっぱい

なので、卒業してもまた戻ってき

たい。Ｔｏｐｉｃは私の青春です」と

熱く語ってくれました。

～世代を超えて学ぶ場Ｔｏｐｉｃ～

　Ｔｏｐｉｃでは、ロビーワーカーを配置し、若い人たちの

自主的な学習や活動をサポートをしています（月～金曜

日＝午後６時～９時、土・日曜日＝午前９時～午後９時）。

　また、勉強で分からないところがあれば質問できる

「Ｔｏｐｉｃスタディ」も実施しています。子どもたちの保

護者からは「年齢の近い

先輩に気軽に質問ができ

ることで勉強が楽しく

なっているみたいです」

との声をいただいていま

す。

　その他、英語やコンピュータープログラミングなど、

時代の潮流に合わせた学習講座をする「富田林きらめき

大学」なども実施しています。

Ｔｏｐｉｃ Ｔｏｐｉｃ （（きらめき創造館きらめき創造館））
ト ピ ット ピ ッ クク

ＴｏｐｉＴｏｐｉｃｃ（きらめき創造館）は、市民の皆さんの多様な学習スタイルに合わせた生涯学習施設です（きらめき創造館）は、市民の皆さんの多様な学習スタイルに合わせた生涯学習施設です。。

今回は、平成２９年のオープン以来たくさんの人にご利用いただいてい今回は、平成２９年のオープン以来たくさんの人にご利用いただいているるＴｏｐｉｃＴｏｐｉｃの魅力を紹介します。の魅力を紹介します。

多様な学習スタイルに合わせた生涯学習施多様な学習スタイルに合わせた生涯学習施設設

開館時間　午前９時～午後９時

休館日　祝日、年末年始（１２月２９日～翌年１月３日）

住所　常盤町１６の１１（左図参照）

※自習室、交流スペースの利用は無料です。

※スタジオやグループ活動室、ワーキングルームなどの利用には利用者登録が必

要です。利用料金は、市内在住・在学・在勤で２２歳以下の人が利用する場合は無

料。その他の人が利用する場合は有料です。

※利用者登録の方法や施設の利用料金など詳しくは、生涯学習課で配布する

「Ｔｏｐｉｃ（富田林市きらめき創造館）利用の手引き」をご覧ください（市ウェブ

サイト（生涯学習課のページ）からもダウンロードできます）。

問い合わせ　生涯学習課〔察(２６)８０５６・鯖(２６)８０５８〕　

自習自習室室スタジスタジオオ

ＴｏｐｉｃスタデＴｏｐｉｃスタディィ

青少年委員青少年委員会会

の魅力を紹介の魅力を紹介！！

トピックその①

～行列のできる公共施設Ｔｏｐｉｃ～

トピックその②

～若者の意見やアイデアで運営するＴｏｐｉｃ～

トピックその③

あなたの生涯学習を応援する施設Ｔｏｐｉｃをご利用ください

～若者の成長を応援するＴｏｐｉｃ～

トピックその④


